
目
　
　
　
次

告
　
　
　
示

○
悪
臭
物
質
の
規
制
区
域
及
び
規
制
基
準
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
三

特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音

○
に
つ
い
て
規
制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
…
…
六
四
三

制
基
準
の
一
部
改
正

振
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
の
指

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
六
四
三

定
及
び
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
振
動
の
規
制
基
準
の
一
部
改
正

○
騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
類
型
の
当
て
は
め
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
四

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
の
一
部
改

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
六
四
四

正

公
　
　
　
告

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
四

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て
（
二
件
）
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
四

人
事
委
員
会

公
平
委
員
会
の
事
務
を
山
梨
県
に
委
託
し
た
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
六
四
五
　

定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

○
山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
五

公
安
委
員
会

○
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
の
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
六
四
五

○
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
六
四
五

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
六
四
六

正
す
る
法
律
附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
の
指
定
の
一
部
改
正

告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
号

悪
臭
物
質
の
規
制
区
域
及
び
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
山
梨
県
告
示
第
二
百
三
十
五
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
中
「
甲
斐
市
」
の
下
に
「
、
笛
吹
市
」
を
加
え
、「
、
春
日
居
町
」
及
び
「
、
石
和
町
、
御
坂
町
、

一
宮
町
、
八
代
町
、
境
川
村
」
を
削
る
。

別
添
図
面
中
春
日
居
町
、
石
和
町
、
御
坂
町
、
一
宮
町
、
八
代
町
及
び
境
川
村
に
係
る
部
分
を
次
の

図
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
当
該
地
域
を

所
轄
す
る
各
地
域
振
興
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
一
号

特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
及
び
特
定
建
設
作
業
に
伴
つ
て
発
生
す
る
騒
音
に
つ
い
て
規

制
す
る
地
域
の
指
定
並
び
に
特
定
工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
騒
音
の
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
二
年
山

梨
県
告
示
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
中
「
甲
斐
市
」
の
下
に
「
、
笛
吹
市
」
を
加
え
、「
、
春
日
居
町
」
及
び
「
、
石
和
町
、
御
坂
町
、

一
宮
町
、
八
代
町
、
境
川
村
」
を
削
る
。

別
添
図
面
中
春
日
居
町
、
石
和
町
、
御
坂
町
、
一
宮
町
、
八
代
町
及
び
境
川
村
に
係
る
部
分
を
次
の

図
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
当
該
地
域
を

所
轄
す
る
各
地
域
振
興
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
二
号

振
動
を
防
止
す
る
こ
と
に
よ
り
住
民
の
生
活
環
境
を
保
全
す
る
必
要
が
あ
る
地
域
の
指
定
及
び
特
定

工
場
等
に
お
い
て
発
生
す
る
振
動
の
規
制
基
準
（
昭
和
五
十
四
年
山
梨
県
告
示
第
百
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
中
「
甲
斐
市
」
の
下
に
「
、
笛
吹
市
」
を
加
え
、「
、
春
日
居
町
」
及
び
「
、
石
和
町
、
御
坂
町
、

一
宮
町
、
八
代
町
、
境
川
村
」
を
削
る
。

別
添
図
面
中
春
日
居
町
、
石
和
町
、
御
坂
町
、
一
宮
町
、
八
代
町
及
び
境
川
村
に
係
る
部
分
を
次
の

図
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
「
次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
梨
県
森
林
環
境
部
大
気
水
質
保
全
課
及
び
当
該
地
域
を

所
轄
す
る
各
地
域
振
興
局
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。）

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
四
号
　
　
平
成
十
六
年
十
月
七
日

毎
週
二
回
発
行
月
曜
日
木
曜
日
　
定
価（
消
費
税
込
）一
箇
年
　
一
六
、八
〇
〇
円
（
郵
送
料
を
含
む
。）

六
四
三

山
梨
県
公
報
平
成
十
六
年十

月
七
日

第
千
五
百
十
四
号

木　曜　日



山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
三
号

騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
類
型
の
当
て
は
め
（
平
成
七
年
山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

「
甲
斐
市
」
の
下
に
「
、
笛
吹
市
」
を
加
え
、「
、
石
和
町
」
を
削
る
。

山
梨
県
告
示
第
四
百
五
十
四
号

山
梨
県
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
よ
る
禁
止
地
域
及
び
許
可
地
域
の
指
定
（
平
成
四
年
山
梨
県
告

示
第
百
十
五
号
の
二
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
の
（三）
８
中
「
東
八
代
郡
御
坂
町
大
字
藤
野
木
字
笠
取
山
一
、
八
九
九
番
の
四
」
を
「
笛
吹
市
大
字

御
坂
町
藤
野
木
字
笠
取
山
一
、
八
九
九
番
の
四
」
に
改
め
、
二
の
５
中
「
東
八
代
郡
境
川
村
及
び
」
を

削
り
、「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
二
中
１５
を
削
り
、
１６
を
１５
と
し
、
１７
か
ら
２１
ま
で
を
１６
か

ら
２０
ま
で
と
す
る
。

公
　
　
　
告

'

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

甲
斐
市
島
上
条
字
大
塚
一
七
四
四
、
一
七
四
八
、
一
七
四
九
及
び
一
七
五
〇
の
一
の
区
域

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
斐
市
島
上
条
千
七
百
五
十
七
番
地
の
二
　
小
林
照
次

甲
斐
市
境
二
千
三
十
番
地
　
小
林
房
子

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

甲
斐
市
大
下
条
字
中
河
原
一
四
七
四
の
一
、
一
四
七
四
の
八
、
一
四
七
四
の
九
、
一
四
七
四
の
一

〇
、
一
四
七
四
の
一
一
及
び
一
四
七
四
の
一
二
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
甲
斐

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

中
巨
摩
郡
昭
和
町
西
条
百
一
番
地
一
　
有
限
会
社
保
泉
商
事
　
代
表
取
締
役
　
小
池
保

'

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
知
事
　
　
山
　
　
本
　
　
栄
　
　
彦

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

甲
斐
市
富
竹
新
田
字
大
明
神
河
原
一
六
三
三
の
二
、
一
六
三
三
の
三
、
一
六
三
三
の
二
四
、
一
六

三
三
の
二
五
、
一
六
三
三
の
二
六
、
一
六
三
三
の
二
七
、
一
六
三
三
の
二
八
、
一
六
三
三
の
二
九
、

一
六
三
三
の
三
〇
、
一
六
三
三
の
三
一
、
一
六
三
三
の
三
二
、
一
六
三
三
の
三
三
、
一
六
三
三
の
三

四
、
一
六
三
三
の
三
五
、
一
六
三
三
の
三
六
、
一
六
三
三
の
三
七
及
び
一
六
三
三
の
三
八
の
区
域

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

道
　
　
路
　
　
　
　
　
次
の
図
の
と
お
り

ご
み
置
場

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
甲
斐

市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
徳
行
四
丁
目
十
五
番
二
十
九
号
　
有
限
会
社
甲
斐
地
所
　
代
表
取
締
役
　
川
崎
昭
志

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
四
号
　
　
平
成
十
六
年
十
月
七
日

六
四
四



人
事
委
員
会

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
八
号

公
平
委
員
会
の
事
務
を
山
梨
県
に
委
託
し
た
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
堀
　
　
内
　
　
　
　
　
茂

公
平
委
員
会
の
事
務
を
山
梨
県
に
委
託
し
た
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
平
委
員
会
の
事
務
を
山
梨
県
に
委
託
し
た
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則

（
昭
和
四
十
一
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
第
二
十
一
条
の
四
第
三
項
」

を
削
る
。

別
表
の
石
和
町
の
表
、
御
坂
町
の
表
、
一
宮
町
の
表
、
八
代
町
の
表
及
び
境
川
村
の
表
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
九
号

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
人
事
委
員
会

委
員
長
　
　
堀
　
　
内
　
　
　
　
　
茂

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
山
梨
県
人
事
委
員
会
規
則
第
九
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
七
中
「
石
和
警
察
署
」
を
「
笛
吹
警
察
署
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
の
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
の
運
営
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
制
度
の
運
営
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則

第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
石
和
」
を
「
笛
吹
」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
三
号

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
石
和
警
察
署
」
を
「
笛
吹
警
察
署
」
に
、

「
あ
て
る
」
を
「
充
て
る
」
に
改
め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中
「
石
和
警
察
署
」
を
「
笛
吹
警
察
署
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
石
和
の
部
中
「
石
和
」
を
「
笛
吹
」
に
改
め
る
。

別
表
第
三
石
和
警
察
署
の
部
中
「
石
和
警
察
署
」
を
「
笛
吹
警
察
署
」
に
改
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
以

下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
石
和
警
察
署
の
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行

為
又
は
石
和
警
察
署
の
長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る

改
正
後
の
山
梨
県
警
察
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。）
に
規
定
す
る
笛

吹
警
察
署
の
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
又
は
笛
吹
警
察
署
の
長
に
対
し
て
な
さ
れ

た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
四
号
　
　
平
成
十
六
年
十
月
七
日

六
四
五



３
　
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
旧
規
則
に
規
定
す
る
石
和
警
察
署
に
勤
務
す
る
者
は
、
新
規
則
に
規

定
す
る
笛
吹
警
察
署
に
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
。

山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
七
十
五
号

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
及
び
自
転
車
駐
車
場
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

附
則
第
三
項
に
規
定
す
る
市
町
村
の
区
域
の
指
定（
平
成
六
年
山
梨
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
六
年
十
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
十
六
年
十
月
七
日

山
梨
県
公
安
委
員
会

委
員
長
　
　
鶴
　
　
田
　
　
美
　
　
枝

「
東
山
梨
郡
春
日
居
町
、
同
郡
牧
丘
町
」
を
「
笛
吹
市
、
東
山
梨
郡
牧
丘
町
」
に
、「
東
八
代
郡
石

和
町
、
同
郡
御
坂
町
、
同
郡
一
宮
町
、
同
郡
八
代
町
、
同
郡
境
川
村
、
同
郡
中
道
町
」
を
「
東
八
代
郡

中
道
町
」
に
改
め
る
。

発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
五
百
十
四
号
　
　
平
成
十
六
年
十
月
七
日
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